
基 研 研 究 会 報 告

二 次 相 転 移 -

〔A〕 昨秋京都で開催された統計力学国際全額に引続き, 9月 15, 16日

の両 日,基研大講堂において国外研究者を招き,研究会が持たれた. (招

待者は Martin,Kad_ant)ff,Fisher,Gree.n,Halperin,Griff-

iths,Betts等)午前中は主 として招待者の講演にあてられ,午後は督

･内の若手研究者の発表の場とする企画が とられた｡ 言語上のハンディキャ

ップはいかんともし東いが時間がゆった りとしていた為,十分な討論が行

･なわれ有意義であった O

･尚,当研究会の今日までの成果をプログVスのサプルメントとして出版

する事を基研研究部委員会より要請されていますので,.現状分析及展望ほ

はぶかせていただきます｡,

〔B〕 計算費支出報告

割当額 15万円は公募の結果,下記の方々!,=申請通 り使用していただき

ました｡

小 口 武 彦 (都立大)

蔑 成 熟 (岡 大)

鈴 木 増 準 (物性研)

岡 本 寿 夫 (九 大)

富 田 和 久 (京 大)

支出 56,000円

27,700円

24,100円

12,600円

15,800円

計 156,200円

(4月 15日現在集計)

世話人 森,桂,阿部,川崎

磁性体中の不純物スピン

(小 口武彦 )

強砲性体或は反強磁性体中に不純物スピy_を_̂ れたときに生ずる不準物準位,
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不準物状態.および不純物スピンが不規則にはい った系でのスピシ準 をペグ 十

ルを調べ るために,有限個olスピン系を電算機を用いて厳密に解い普 o

簡単のため一次元の スピン ･リングを考え,＼不純物スピンとホス トスピン間

の交換相互作用のみが違 うているとすれば,母体が魂磁性体の ときは,不純物

準位はスピン波バンドの上叉は下にでき,そのエネルギーの値もスピン数が 6

以上では厳密な値とほぼ一致する∴不純物が反強磁性的の とき,励起は 2ma一

gncn状藤を考える必要があるが,これに関しては厳密な理論 な.く,電算機の

結果不純物準位はバン ドの中にあるようにみえるO 反強磁性体では不純物を含

んだ系での基底 エネルギー,励起エネルギー,スピンースピン相関を求めた｡

正確 な≡嘩論 もないので解折はむづかしい｡

不規則に不純物を含んだ系E,こついては, 12個中 6僧を不純物で浴 きかえ,

すべての ccnfiglユra･tionについて.1magnon準位を求めたO スペクトル

にはい くつかの鋭い山が現れた. この鋭い山はスピン系の局所的な構造 より生

ずる不純物準位 と密接に関係Lでいることが示されたO

キュリー点近傍における電気抵抗の異常､

(寓 成 勲 )

強磁性金属のキュリー暮近傍におをナる電気抵抗の温度倣係数の埋論的解析 を

行なった O 近時ここの倣係鍵のキュリー点における異常性が爽威的に指摘され

長が;我 々は七の問題 をS,-且屯デルの立場から埋論的に検討している｡ 電気

抵抗の温度倣係数がキュ7]-温度で発散するこ と及び その発散の程度が温度の

閥3&として (T-Tc)~2の程度であることが示された O 計勤 ま更に目下進行中
であるが∴結果の一部は統計力学頭株会韓 (京都市 45年 9月)において発表

したO

工.Ma.nnari.;

Anomaly inElectricaユResigもivity c)fFerromagnetic

MetalsnearTc

Phys.Letters｣建旦 (1968),.154-155.▲
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